
雲仙・普賢岳大火砕流から３０年



1993年12月31日
時点の災害情報

山側の火砕流と海側の土石流堆積物
相次ぐ土石流は海岸にまで達する(1992.4.29.)



グーグルマップ(航空写真)で見た水無川沿いの火砕流・土石流の被災地域の現在

雲仙・普賢岳噴火災害の現況図(左)と復興計画図(右)， 鐘ヶ江管一著『普賢，鳴りやまず』より

火砕流に遭遇した
旧大野木場小学校



普賢岳の火山活動は
約３年間継続した！

バラバラに割れザクロ状になった溶岩ドーム 1991.5.23. 

屏風岩の裏側に辛うじて原型をとどめる普賢神社 1992.3.11.



雲仙・普賢岳大火砕流
を報じた，災害翌朝の
地元紙・長崎新聞１面


